
序　　　言

長期にわたって猛威をふるった新型コロナウイルス感染症（COVID–19）
は感染症法上の 2 類から 5 類に移行し、以前の日常が徐々に戻ってきた。その
間も、世界は変転目まぐるしく、私たちに日々新たな課題を突き付けている。

変化のなかでも、このところ急速に進んでいるのが社会のデジタル化では
ないだろうか。教育の現場でデジタル機器の活用が必須となって久しいが、目
覚ましく台頭してきたのが人工知能（AI）である。オンライン上にあふれる
大量の情報を収集、学習して、文章や音楽などのコンテンツを作り出す「生成
AI」のうち、「チャット GPT」と呼ばれるサービスは、利用者の質問や指示
に対応して論理的な文章をたちどころに作成してくれるというので、利用者が
急増した。これはレポート作成にも威力を発揮するため、各大学ではその扱い
に頭を悩ませており、学生に対しては、生成 AI 利用に関するガイドライン等
を示して対応している。それは、著作権を侵害する恐れがあるというだけでな
く、真偽を判断する力、自分の頭で考える習慣が身につかないという懸念があ
るからにほかならない。

科学技術の進歩は、たしかに私たちの暮らしに利便性をもたらしてくれてい
る。しかし、それはすべてを解決してくれる魔法の杖ではない。私たち一人ひ
とりが自ら知性や精神を鍛えあげて、幅広い視野、真偽を見極める力、我慢強
さ、粘り強く思考する力を身につけてこそ、情報技術の活用によって真の利益
を享受できるに違いない。

いま世界は不安な時代に入っている。ロシア軍によるウクライナ侵攻や、ハ
マスの攻撃を直接の契機として始まったイスラエルのガザ制圧、そしてアメリ
カと中国の緊張した関係など、世界情勢の先行きは混とんとしている。

少子化・超高齢社会の日本もまた、先行きは不透明感に包まれているが、よ
り良き未来は、地域社会の活性化を抜きには語れないだろう。当事者意識を
持って、目の前の課題の解決に向けて粘り強く取り組んでいく必要がある。
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地域社会の拠点である大学は、そのための最新の知見、持てる知的資源を、
地域社会に広く提供することに加え、その知見や知的資源をもとに地域課題の
解決に貢献する責務を負っている。

北海道教育大学は、グローバル時代にあって国際的視野を備え地域社会の活
性化に寄与できる人材の育成を図ろうと、2014 年、函館校に国際地域学科を
設置した。それからちょうど 10 年の節目を迎え、学科の研究成果を世に問う
ために刊行を始めた『国際地域研究』も今回で通巻 6 冊目となった。これまで
の蓄積の上に新たな領域を開拓していくチャレンジ精神が、いっそう問われて
いると言えるだろう。読者の皆様には、忌憚のないご批判、ご叱正、ご意見を
仰ぎたい。

2024 年 4 月
北海道教育大学長　田口　哲　
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